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20年後の気仙沼を描こう！

2024年2月23日

枝廣淳子

これまでの振り返り
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サステナ市民会議 キックオフシンポジウム
第１回分科会

令和５年８月２０日（日）

キックオフシンポジウム参加者
約200名

分科会参加者
105名（市民 約85名、
市職員 約20名）
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・「これは気仙沼市
で取り組むべき」地
域課題

・「これは大事だと思
う！」社会課題

⚫ このような市民参加型のワークショップに初めて参加させていただきましたが、こんなにも
真剣にまちを良くしたいという人が多くいたことに感銘を受けました。

⚫ 地産地消、人権尊重、すべてにつながっていく大変良い勉強をさせてもらいました。皆
さん、活発に話していました。

⚫ 気仙沼をどうにかもっと良くしたいと思う方々が多かった。

⚫ 目の前のことよりも、将来（子どもたち）を考えて、持続可能な気仙沼市に住み続け
てもらえるように自分ができることを実施するきっかけになりました。

⚫ 講演、ワークを通じて、今まで自分が思っていたよりも気仙沼には資源や人の力が多く
あるのだと感じることができた。

⚫ まだわからないことが多いですが、いろんな気仙沼の人と会って、意見を聞いて勉強に
なりました。来て良かったです！ 頑張りましょう！

⚫ いろんな思いを持っている方々と話をすることができ、とても有意義だった。会議の中で
もっと多くのことを学んでいきたい。

⚫ 未来に向け地域を大切にする想いは皆同じと感じた。

⚫ みなさんの意見を聞いて自分では浮かばないような意見も出てきて良い刺激となった。

参加者の皆さんの感想
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第2回 10月7日

「ビジョン」ってなあに？

Vision

• 視力

• 先見の明

• 展望、見通し

8
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ビジョンとは

• 「ありたい姿」

• 北極星のようなもの

• めざしていく方向

• ぶれない目的地
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ビジョン

ビジョンのつくり方には
2種類あります

• 近い未来のビジョンのつくり方

• 遠い未来のビジョンのつくり方

10
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①近い未来のビジョンのつくり方
（フォーキャスティング）

今の現状（何があるか、な
いか、何が強みか、弱みか、
など）から考える

「今、こうだから
こういう未来をつくりたい」

「今、この曲が弾けるから、
来年の発表会にはあの曲
が弾けるようになりたい」

②遠い未来のビジョンのつくり方
（バックキャスティング）

今の現状は脇に置く

「今はどうあれ、
こういう未来にしたい！」

「将来はオーケストラと協演
するピアニストになりたい」
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ビジョンはだれがつくるの？

• 一人ひとり、個人のビジョン

• 会社のビジョン

• 地域やまちのビジョン

• 国のビジョン

• 世界のビジョン
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バックキャスティングのビジョンのパワー

• 現状とは大きく異なる未来をつくり出すことが
できる

• そのビジョンが魅力的であればあるほど、「その
ために頑張ろう！」という力が生まれる

• 途中で大変なことがあっても、「あそこをめざし
ているんだから頑張ろう！」と支えてくれる

14
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バックキャスティングのビジョンを描いてみよう！

ビジョン

15

ビジョンづくりの「魔法の言葉」

Current society現在の状況

バックキャスティング
（未来から考える）

ありたい姿

現在の状況

差分法

現在と、すべて思うように
いった将来の状況を比べて

・増えていてほしいもの
・減っていてほしいもの
・変わらないでほしいもの

を考える
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グループワーク①

現在と、理想的な将来の状況を比べて

・増えていてほしいもの（↑）

・減っていてほしいもの（↓）

・変わらないでほしいもの（→）

をポストイットにどんどん書き出していく

×「どうやってやるか」方法論の議論はナシ

ある程度出たら、グループ分けします

グループのラベルもつけます

グループワーク②

2つのグループのグループ分けしたポスト
イットを統合してみましょう

追加も大歓迎です！
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参加者の皆さんの感想

⚫ 久しぶりにこのような場に参加できてすごく楽しかった。同時に考え方が
固まりすぎていた部分もあったので良い刺激をもらえました。ありがとう
ございます！

⚫ 若い人、年配の人に関わらず、意見を自由に出せている。熱気があるとい
う印象を受けました。

⚫ テーブルによって様々な意見が積極的に出ていたようで、意義ある時間に
なった。

⚫ 様々な視点を知ることができてとても面白い作業でした。小中高校生の話
も聞いてみたいです。

⚫ ありたい姿に関する」に関する皆さんの意見がとても面白く、いろんなこ
とを気付かされることができた。熱い思いを感じた。

⚫ 一人一人の動きが合わさって、グループ全体で大きな流れを生み、町を動
かしそうな予感がしてワクワクしました。

⚫ 世代を超えて、気仙沼の未来の仕掛かりをする楽しさを実感しました。語
り合うことでより未来へ何を求められるかが共有できて嬉しいです。

⚫ ここから先どうして行くかということをもっと行政・企業・子どもたちな
ど多様な人たちと実現できるように考えていくことが必要かなと思います。
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多様性（ダイバーシティ）
のパワー

25

2種類の多様性

①人口統計学的多様性

性別、人種、年齢、信仰など

②認知的多様性

ものの見方や考え方

計算では解決できない難題：

同じ考え方の人々の集団より、多様な視点を持
つ集団のほうが圧倒的に有利

26
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2001年、
ミシガン大学の社会心理学者
リチャード．Ｅ・ニスベットと増田貴彦の
実験

日米の学生グループに

水中の様子を描いたアニメーションを見てもらう

そのあと、「何が見えましたか？」を聞く

27

28
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認知的多様性

• ２つのグループはまるで別々のアニメーションを
見ていたかのよう

• アメリカ人：「魚」、手前や中心にある「もの」
に重点を置く

• 日本人：「背景」に着目する傾向

• 文化の違い：アメリカは個人社会の傾向が
強く、日本はより相互依存的

29

日本人とアメリカ人がチームを組んだら

• 手前のモノも背景も認識できる

• ２つを合わせれば、現実をより包括的に理解
できる

• 私たちの見方はすべて不完全

• でも違う見方をする人同士が協力し合えば、
１人のときよりも多くの発見を得られる

30
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カギ

• 視点が多様化すればするほど、見つけられる
有益な解決策の幅が広がる

• 多角的な視点を備えていれば、それだけ盲点
も小さく（あるいは少なく）なる

大事なポイント

①異なる視点を持つ人々を集めること

②みんなが自分の視点を共有できること

31

みんな同じような考え方・視点

32
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多様だけど、焦点が絞られていない

33

焦点を絞ったうえで、多様な意見・視点

34
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第4回 1月13日

持ち寄ったもの

理想的な将来の気仙沼市を考えたときに

・増えていてほしいもの（↑）ピンクの付箋

・減っていてほしいもの（↓）水色の付箋

・変わらないでほしいもの（→）黄色の付箋

✓ 自分のイメージ

✓ いろいろな市民に聴く

✓ 見学の機会に考える
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グループワーク①

1. それぞれのグループで、自分たちの担当の分科会で出ている
項目を見て、
⚫ 複数の人が挙げているもの

⚫ 優先的に入れたいと思うもの

をピックアップする

・増えていてほしいもの（↑）ピンクの付箋

・減っていてほしいもの（↓）水色の付箋

・変わらないでほしいもの（→）黄色の付箋

2．ピックアップしたものをグループ分けする

3．それぞれのグループの内容を1文で書く（ビジョンの文案）
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ビジョンの文案の例

理想の海士町の姿

40
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南小国町（きよらの里）

き (自然・里山・循環)

築いてきた美しい里山の景観、伝統文化、生業を次世代に引き継いでいく里

よ (暮らし・幸福度・つながり)

寄り添い支え合い、人と人のつながりを大切にし、一人一人が誇りを持ち、 多様な生き方を尊重しあえる里

ら (安心・安全)

ライフラインを充実させ、地域全体で協力し、だれもが笑顔で安心して過ごせる里

の (人づくり・教育)

のびのびと学べる環境の中で、すべての人が夢に向かって挑戦できる里

さ (エネルギー)

再生可能エネルギーを地域資源から生み出し、有効活用し、未来につながる豊かな暮らしを実現する里

と (産業、ローカル・グローバル)

共に連携し、世界とつながり、世界に誇れる幸福な暮らしができる里

41
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新春スペシャル

全知全能の神様から、

今とまったくかけ離れていても

「こうあってほしい気仙沼」を実現してあげる、と

言われたら、何を望みますか？

※どうやって実現するの？という方法論は考えな

くて良い！ できるだけでっかい夢を広げよう！
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新春スペシャル・・・エダヒロだったら？

気仙沼の沿岸はブルーカーボン
（海草・海藻）のベルトでぐる
りと囲まれている！（海の豊か
さ、漁業、温暖化対策も）

食べ物やエネルギーはす
べて市内で調達できる・
自分たちでつくれるので、
災害やグローバル経済
が止まっても困らない！

お財布もカードも持たず
に、どこにでも移動でき、
どこでも買い物ができ、病
院にも行け、市役所での
用事も済ませられる！

どこかで迷子になっ
たり、転倒したり、事
故に遭っても、すぐに
助けが来てくれる！

子どもも大人も、い
つでもどこででも、世
界中の受けたい授
業を受けたり、面白
いプロジェクトに参加
できる！

新春スペシャル・・・ある方のアイディア

死んだ後も、地元の経済
に役に立てるまち！

香典返しの品はすべて気仙沼産！
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• 誰もが「足りない」と言わないで暮らせるまち

• 気仙沼タイムをつくる「朝４時～12時で終わる」

• 首都が気仙沼になる

• 税のないまち。学費、タクシー、バス、すべて無料。大企業が
法人税のみで賄える

• 蛇口をひねるとモーランドの牛乳が出てくる。食べたい時に新
鮮なお魚が食べられる

• 各分野の名医が集まり、病気になっても安心なまち

• 産まれてから死ぬまでお金の心配をしないでいいまち

• 誰もが対等に対話でき、頼って、頼られてを安心してできて、
みんなが未来と今の人生にわくわくし、自分を抑えることなく
生きられるまち

• ゴミエネルギーでホヤボーヤランド

• 世界トップレベルの産業集積のあるまち
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参加者の皆さんの感想

⚫1回から3回まで続けて必要なキーワードが見えてきたところ。小さく
ても大切な意見を漏らさず聞く大切さを感じました。

⚫アイデアベースから 具体的に形作っていくフェーズになりつつあり、 そ
れに少しずつ難しさを感じているが、チームの力で形にしていきたいと
思う。

⚫グループ内でも全体でもより柔軟な意見が出たと思う。最後のまとめ
に向けて期待が大きくなった。

⚫皆さんで考えられることがとても嬉しいなと思います。また日頃はなか
なか話せないことを話すことができ、安心する時間になりました。

⚫新春スペシャルは楽しかったです。硬い体のように、普段やらない方
法論を脇に置いたアイディアはなかなか出ないものだと思いました。ス
トレッチですね。

⚫いろいろな考えを聞けてワクワクが増えていきます。
⚫少しずつ具体的に形になっていく状況に楽しさと責任を感じています。

第5回 2月23日
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本日の進行

1. 大事な観点が抜けていないかのチェックを兼ね
て、SDGsの17目標を確認する

2. ビジョン文案を見て、つくり方のコツを伝授

3. グループごとにビジョン文案をつくる作業

4. グループのビジョン文案を合体・統合しながら
それぞれの分科会のビジョン文案を練り上げ
ていく

次回まで：ビジョン文案をまわりの人々に見ても
らってコメントをもらってきましょう

64
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世界中のみんなの願い

幸せな世界になりますように

幸せな世界がずーっとつづきますように

65

国連「持続可能な開発目標」

• SDGs：Sustainable Development Goals

（持続可能な） (開発) (目標）

• 2030年に向けて

• 対象：世界中の国々

• 17の目標

「誰ひとり取り残さない」

66
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自分の分科会担当の目標：
気仙沼にとって大事なものは
入っているかな？

67

それぞれの目標は、強いて
言えば、どの分科会の担当
になるでしょうか？

目標1：
地球上のあらゆる形の貧困をなくそう

68
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目標2：
飢えをなくし、だれもが栄養のある食糧
を十分に手に入れられるよう、地球の
環境を守り続けながら農業を進めよう

69

目標3：
だれもが健康で幸せな生活を
送れるようにしよう

70
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目標4：
だれもが公平に、良い教育を受けられ
るように、また一生に渡って学習でき
る機会を広めよう

71

目標5：
男女平等を実現し、
すべての女性と女の子の能力を伸ばし
可能性を広げよう

72
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目標6：
だれもが安全な水とトイレを利用でき
るようにし、自分たちでずっと管理して
いけるようにしよう

73

目標7：
すべての人が、安くて安全で現代的な
エネルギーをずっと利用できるようにし
よう

74
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目標8：

みんなの生活を良くする安定した経済成
長を進め、だれもが人間らしく生産的な仕
事ができる社会を作ろう

75

目標9：
災害に強いインフラを整え、新しい技術を
開発し、みんなに役立つ安定した産業化を
進めよう

76

インフラ：
道路
ダム
発電所
病院
学校
公園
など
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目標10：
世界中から不平等を減らそう

77

目標11：
だれもがずっと安全に暮らせて、
災害にも強いまちをつくろう

78
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目標12：
生産者も消費者も、地球の環境人々の
健康を守れるよう、責任ある行動をとろう

79

目標13：
気候変動から地球を守るために、
今すぐ行動を起こそう

80
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目標14：
海の資源を守り、大切に使おう

81

目標15：
陸の豊かさを守り、砂漠化を防いで、
多様な生物が生きられるように大切に使おう

82
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目標16：
平和でだれもが受け入れられ、すべての人が
法や制度で守られる社会をつくろう

83

目標17：
世界のすべての人がみんなで協力しあい、
これらの目標を達成しよう

84
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”SDGsウェディングケーキモデル”

85

自分の分科会担当の目標：
気仙沼にとって大事なものは
入っているかな？

86

グループ・ディスカション
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前回のビジョン文案より

87

⚫水産業を軸に街の景色を守りながら、多様な働き方
があり、多くの若者が安定した所得を得られるまち

⚫豊かな自然の中で、子供たちが楽しく遊べるまち

⚫ゴミ、空き家、森林エネルギーなど、地域にあるものを
資源と捉え循環するまち

⚫充実した医療福祉と公共交通と景観が貧富の差関
係なく確保されているまち

⚫伝統文化を大切にし、街の個性を守り、ふるさと「気
仙沼」を愛する人がたくさんいるまち

88
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⚫空き家やゴミを循環させ環させ、森林保全を活用し
ながら再生させるまちづくり

⚫子どもたちがこの街に魅力を感じ、戻ってきたくなるよう
なまち

⚫子どもも大人もみんなが元気に暮らせるまち

⚫水揚げ量の増加によって、さらに漁業の盛んなまち

89

⚫ 子どもの笑顔が絶えない。障がいを抱えた子でも、不登校
の子でも社会に参画できるまち

⚫ 既存企業と新規企業が融合して、新たな雇用の場を創出
するまち

⚫ 高齢者が健康に働くことができ、平均寿命と健康寿命の差
が少ないまち

⚫ 都市部に出た若者や女性がUターンして、地域で幅広い
役割を持ち、活躍できるまち

⚫ 互いの文化を学びあい、いろいろな言語を使えて、子どもの
笑顔が増えるまち

⚫ 本人の老後の不安と家族の介護負担が少なく、貧困と孤
立のないまち

⚫ 孤独、いじめ、貧困、老後の不安、経済問題のない誰もが
暮らしやすい場所

90
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コツ：活動「何をやるか」ではなく、その結果「理想
的にはどういう状態になっているか」を描く
（理想的な未来からの視線）

⚫自然と共生し、自然を楽しみながら過ごす生活を増やす

⚫地域の産業と食文化を守ることにより地産地消に努める

⚫自然、災害への意識を高めることにより、災害に強い街に
努める

⚫若い人材、若い経営者の交流の場を作り、空き家を活
用した観光資源を作る（交流の場）

⚫自然を守り、公共交通機関を整備する

⚫街の魅力を高めることにより、観光客の増加を望む

⚫安いスーパーなど、企業誘致し、企業数を増やす税入を
上げる 91

本日の進行

1. 大事な観点が抜けていないかのチェックを兼ね
て、SDGsの17目標を確認する

2. ビジョン文案を見て、つくり方のコツを伝授

3. グループごとにビジョン文案をつくる作業
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本日の進行

1. 大事な観点が抜けていないかのチェックを兼ね
て、SDGsの17目標を確認する

2. ビジョン文案を見て、つくり方のコツを伝授

3. グループごとにビジョン文案をつくる作業

4. グループのビジョン文案を合体・統合しながら
それぞれの分科会のビジョン文案を練り上げ
ていく

本日の進行

1. 大事な観点が抜けていないかのチェックを兼ね
て、SDGsの17目標を確認する

2. ビジョン文案を見て、つくり方のコツを伝授

3. グループごとにビジョン文案をつくる作業

4. グループのビジョン文案を合体・統合しながら
それぞれの分科会のビジョン文案を練り上げ
ていく

次回まで：ビジョン文案をまわりの人々に見ても
らってコメントをもらってきましょう
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